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新技術・情報名 温州みかんの新品種「原温州」の特性 分類 ①

１ｑ成果の内容

１）技;術、情報の内容及び特徴

「杉山温州」の樹体変異品種「原温州」は、果実が偏球形で、１１月

下旬から１２月上旬に採収できる普通温州で、果皮が薄く、じようのう

も非常に薄く食べやすい。また、糖度は高く食味が優れている。

（１）樹姿は開張性である。樹勢は普通温州としてはやや弱く、枝の節間は

やや短い。葉面租はやや小さく、葉柄が短い。

（２）果実は偏球形で果形指数が１３５程度である。油胞は密に分布し、果

面が滑かで薄く、果肉歩合は高く８０％程度である。

（３）果皮の着色は１０月上旬に始まり、１２月上旬に完全着色となる。果

皮色は濃機色である。浮皮は軽微である。

（４）じようのうの厚さは薄く、０．１ｍｍ以下である。また、果肉は柔ら

かであり舌ざわりが良い。

（５）果汁中の糖度は１１月下旬の採収蕗には１２度を超え、クエン酸は１．

１９／１００ｃｃ前後となる。食味は常温貯蔵後の１２月から１月が優

れているが、貯蔵における品質の変化が小さく、２月までは高品質が保

持できる。

２）技術、情報の適用効果

「原温州」は早生温州みかんに綴いて出荷される普通温州として優れ

た特性を持ち、従来の「杉山温州」や「南柑20号」に替わる品種として

期待できる。

３）適用範囲

県内温州みかん産地

４）成果の利活用・普及指導上の留意点

「原温州」は豊産性であるが、隔年結果を防止するため、秋季に予備

枝せん定を行う。また、果実が柔らかいので、丁寧に取扱う。
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表３原温の果品（平成元年】

着色果皮果肉じよう果肉糖度可溶性クエン甘味

品種果重のうのの計

程度色色示度固形物酸

表２果実の形状（平成元年）

注）①１月８日～４月１０日は常温貯蔵果実

②調査掲所は八女郡立花町
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２．具体的データ
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表４原温州の果実品質の時期別変化（平成２年）
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